
裁判'自｡会議（第27回）議事録

令fl17年10月1日（水曜日）

裁半ll官会議室において、午前10時30分開議

出席者 ′γ崎長官、； も浦、林、岡村、安浪、渡辺、岡、堺、尾島、宮川、石兼、平

木、中村、高須、沖野各裁判官

今崎長官議長席に着く”

議事

1 裁半l1所庁舎等における法定点検の一部未実施について

染谷経理局長から、資料第1に嵯づき、標記の点検の一部未実施について報告

ノケi〃)った．

2 ノ､事について

（11：板津人串:局長から、資料第2に蛙づき、人事関係事項について説|ﾘ1が方)し)、

1の栽判官ゾ)退'高.については、原案どおり決定及び報告がさオ1，2の裁判官の

転補等、3び)裁判官の再任等及び」の裁判官の新規任命については、いずれも

原案どおり決定した

｛2，板沖人蛎局長か↓､ﾉ、資料第3にji県づき、札幌高等裁判所長官の補職等につい

て税明が(6,I)、次0)とおしj決定した，

‐ﾉ′ 札幌,冑i等裁判'ﾘ｢長官館内比佐,I即)定年退'白 に伴い、東京高等裁判所判事（

祁リ)礪務総括肯）伊藤雅ﾉ、を札幌高等裁|÷l1所長'|41.とし、そり)後任肯を甲|〃地

ノブ、家庭裁ﾄll所長鈴木巧とI_、そり)後任者を岐高裁判所'三席,淵査'白.111 111宏一

と弓|-ろ

イ 知的財雁高等栽､|411 FI｢ 1を本多111成の定年遇'自.に伴い、知的財j囎高等栽判Iﾘ｢判

事（部の事務総括者）増|Ⅱ稔をtⅡ的財産,閉等放判所長とし、そり)後任者を大

｜収高等裁判lilT 1211 *: (部の事務総楴者）長仔llllili -_とし、そげ)陵任肖･を'宮lllAr地

ノブ、家庭哉判所長沖!|'康ﾉ､とし、そり)後|｢者を大阪家|廷裁判所判弔:久保||恵

f と一}-ろ

午前10時50分終了

『
ヨ

議 長

「
ご秘書課長



識判官会議賓喋沸上
f(Og (ト j開蝿>

裁判官会議付議人事関係事項(令和7. 10．1提出）

1 裁判官の退官について

依願免本官並びに兼官（令7. 10. 31) 東京地家立川支判事・立川簡裁判事

中 尾 隆 宏（49）

盛岡家地判事・盛岡簡裁判事

山 崎 克 人（49）

東京簡裁判事

深 田 英 夫

福岡簡裁判事

吉 村 寿 人

依願免本官並びに兼官（令7. 10. 31)

定年退官（令7. 10. 29)

定年退官（令7．10. 29)

2 裁判官の転補等について

大阪高半''事・大阪簡裁判事奈良地家葛城支半ll事（支部長)･葛

城簡裁判事（司掌者）

澤 田 正 彦（45）

名古屋高半l1事・名古屋簡裁判事名古屋地判事（部総括）・名古屋簡

裁判事

入 江 恭 子（52）

東京高判事・東京簡裁判事盛岡家地半l1事・盛岡簡裁判事

士 川 健 治（54）に。

前橋家地太田支判事・太田簡裁判事

島 村 陽 子（62）

熊本簡裁判事

梅 崎 聖 博

東京地判事・東京簡裁判事

福岡簡裁判事

’



3 裁判官の再任等について

京都地判事（部総括）・京都簡裁判

事

武 宮 英 子（48）

(令和7年10月31日限り任期終了者）

京都地判事（部総括）・京都簡裁判

事

4 裁判官の新規任命について

熊本簡裁判事

松 藤 和 博

ノ



裁判官会議（第28回）議事録

令和7年10月8日（水曜日）

裁判官会議室において、午前10時30分開議

出席者 今崎長官、三浦、林、岡村、安浪、渡辺、岡、堺、尾島、宮川、石兼、平

木、中村、高須、沖野各裁判官

今崎長官議長席に着く。

議事

1 最高裁判所行政不服審査委員会の答申について

清藤総務局長から、資料第1に基づき、標記の答申について報告があった。

2 人事について

（1）板津人事局長から、資料第2に基づき、人事関係事項について説明があり、

1の裁判官の退官については、原案どおり決定及び報告がされ、2の裁判官の

転補等及び3の裁判官の民間企業長期研修等については、いずれも原案どおり

決定し、4の令和7年秋の勲章受章者の内定については、報告がされ、5の司

法修習生の再採用については、原案どおり決定した。

（2）板津人事局長から、資料第3に基づき、仙台地方裁判所長の補職等について

説明があり、次のとおり決定した。

仙台地方裁判所長森田浩美の定年退官に伴い、司法研修所教官守下実を仙台

地方裁判所長とする。

午前10時40分終了

『
】

議 長

『
己秘書課長



裁判官会議資料県z
(Io月 8日開悩）

裁判官会議付議人事関係事項(令和7．10．8提出）

1 裁判官の退官について

依願免本官並びに兼官（令7．11．1） 横須賀簡裁判事（司掌者）・横浜地

家横須賀支判事（支部長）

飯 畑 勝 之（45）

岩国簡裁判事

大 田 茂

定年退官（令7.11.12）

2 裁判官の転補等について

最高裁上席調査官（東京地判事。東

京簡裁判事）

東京地判事（部総括）・東京簡裁判

事

向 井 香津子（48）

東京高判事・東京簡裁判事東京地判事（部総括）・東京簡裁判

事

中 川 正 隆（51）

大阪高判事・大阪簡裁判事大阪家判事（部総括）・大阪簡裁判

事

高 橋 伸 幸（47）

東京高判事・東京簡裁判事横須賀簡裁判事（司掌者）・横浜地

家横須賀支判事（支部長）

齋 藤 巖(49）

大阪簡裁判事岩国簡裁判事

遠 藤 恭 弘

3 裁判官の民間企業長期研修等について

東京家判事補 中 村 瑞 貴（70）

令和7年度民間企業長期研修の終期を令和7年11月14日に変更する

１



4 令和7年秋の勲章受章者の内定について

「令和7年秋の勲章受章者名簿」のとおり

(報告）

司法修習生の再採用について5

I

２



裁判官会議（第29回）議事録

令和7年10月22日（水曜日）

裁判官会議室において、午前10時30分開議

出席者 今崎長官、三浦、林、岡村、安浪､ 渡辺、岡、堺、尾島、宮川、石兼、平

木、中村、高須、沖野各裁判官

今崎長官議長席に着く。

議事

人事について

（1）板津人事局長から、資料第1に基づき、人事関係事項について説明があり、

1の裁判官の退官については、報告がされ、2の裁判官の転補等については、

原案どおり決定した。

（2）板津人事局長から、資料第2に基づき、大津地方、家庭裁判所長の補職等に

ついて説明があり、次のとおり決定した。

大阪高等裁判所判事石川恭司の定年退官に伴い、大津地方、家庭裁判所長小

倉哲浩を大阪高等裁判所判事（部の事務総括者）とし、その後任者を松山地方、

家庭裁判所長福田修久とし、その後任者を大阪地方、家庭裁判所堺支部長山地

修とする。

午前10時33分終了

議 長

「
ゴ秘書課長



裁判官会議資料噂｜
(10月仏妙日開催）

裁判官会議付議人事関係事項(令和7. 10. 22提出）

1 裁判官の退官について

定年退官（令7.11.16） 名古屋簡裁判事

小 jll 達 夫

2 裁判官の転補等について

司研教官（東京地判事・東京簡裁判

事）

川崎簡裁判事（司掌者）・横浜地家

川崎支判事（支部長）

楡 井 英 夫（45）

千葉地判事（部総括）・千葉簡裁判

事

松 本 圭 史（46）

東京高判事・東京簡裁判事

川崎簡裁判事（司掌者）・横浜地家

川崎支判事（支部長）

千葉地判事（部総括）・千葉簡裁判

事

佐 藤 弘 規(48）



裁判官会議（第3（)回）議事録

令f'17年10月29日（水曜日）

裁半ll官会議室において、午前10時30分開議

出席者 今崎長官、了補、林、岡村、安浪、渡辺、岡、堺、尾島、宮川、石兼、平

木、中村、高須、沖野各裁判官

今崎長官議長席に着く』

議事

l 民事裁判情報の活用の促進に|判する法律施行規則（案）及び氏弔裁判情報の活

用の促進に|判する基本的な方針（案）に関する意見照会について

清藤総務局長/)､ら、資料第1に基づき、標記の法搾施i丁規則（案）及び基本的

な方針（案）について説明があし)、法務大臣からの向案について(7)意見照会に対

し、最高裁判所として意見がない旨|い'拝することを決定した．

2 行政1愚服群汽法に基づく審査請求に対する裁決について

渭藤総務局長から、資料第2に．歴づき、標記の裁決について説明があり、原案

:lご’おり裁決-i-ることに決定した、

3 民泰泰件笄に関する手続における屯f情報処理組織の使用に関する細則につい

て

iHIH民事局長兼行政局長から、資料第3に腿づき、標記の細11l1について税Iﾘ1が

ル)し)、原案どお'‘)決定した

I 此ｲ1~に関する非訟事件及び士地等リ)管理に関する非訟串:件に関する千続規Hll及

び-、'ンシヨンリ)達替え等(ﾉ)円滑化に関j-る法傑による権利U)変換又は分配金ゾ)取

得等と強制執行等との調幣に|坐l -;I-る規則の 部を改1Eする規則について

ig H1民事局長から、資料第4に燵づき、標記の規則について説明がル)り、原案

どおし)決定した、

5 会社非訟事件等手続規則の一部を改正寸一る規則について

福田民事局長から、資料第5に基づき、標記の規則について『説明が（＃〕し)、原案

どおI')決定した

午前1 0R\59分終｣‐

議 長

『
】秘書課長


